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１

「
目
標
ま
で
八
〇
浬カ

イ
リ」

　

木き

更さ
ら

津づ

航
空
隊
の
飛
行
隊
長
溝み

ぞ

口ぐ
ち

精せ
い

三ぞ
う

少
佐
の
耳
に
、
主

偵
察
員
籾も

み

山や
ま

誠せ
い

司じ

特
務
少
尉
の
声
が
届
い
た
。

　

木
更
津
空
は
四
月
一
八
日
の
房ぼ

う

総そ
う

沖
海
戦
で
、
三み

沢さ
わ

航
空

隊
、
及
び
友
軍
の
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

と
協

き
ょ
う

同ど
う

し
て
、
敵
空く

う

母ぼ

一
隻
撃

沈
の
武ぶ

勲く
ん

を
立
て
た
部
隊
だ
。

　

同
海
戦
後
は
、
上
位
部
隊
で
あ
る
第
二
六
航
空
戦
隊
に
従

っ
て
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
南
東
岸
の
要よ

う

地ち

ポ
ー
ト
・
モ
レ
ス
ビ

ー
へ
の
進
出
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
現
地
飛
行
場
の
完
成

が
遅
れ
た
た
め
、
待
機
が
続
い
た
。

　

八
月
八
日
、
モ
レ
ス
ビ
ー
の
飛
行
場
が
よ
う
や
く
完
成
し
、

第
二
五
、
第
二
六
両
航
空
戦
隊
に
進
出
が
命
じ
ら
れ
た
た
め
、

同
地
の
日
本
軍
飛
行
場
に
展
開
し
た
の
だ
。

　

両
部
隊
の
作
戦
目
的
は
、
珊さ

ん

瑚ご

海か
い

の
制せ

い

空く
う

権け
ん

、
制せ

い

海か
い

権け
ん

の

奪
取
に
あ
る
。

　

特
に
重
要
な
の
が
、
豪ご

う

州し
ゅ
う

北
東
部
に
位
置
す
る
タ
ウ
ン

ズ
ビ
ル
の
米
軍
飛
行
場
に
対
す
る
攻
撃
だ
。

　

同
飛
行
場
は
、
七
月
二
五
日
、
第
三
艦
隊
が
航
空
攻
撃
と

艦
砲
射
撃
に
よ
っ
て
使
用
不
能
に
追
い
込
ん
だ
が
、
米
国
の

工
業
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
短
期
間
で
復ふ

っ

旧き
ゅ
う
さ
れ
る
こ
と

は
目
に
見
え
て
い
る
。

　

攻
撃
を
反
復
し
、
飛
行
場
の
復
旧
を
阻そ

止し

し
な
け
れ
ば
、

戦
線
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
に
対
す
る
最
初
の
攻
撃
は
、
八
月
一
一
日
。

二
五
航
戦
隷れ

い

下か

の
零れ

い

戦せ
ん

二
七
機
、
一
式
陸り

く

攻こ
う

三
二
機
に
よ
り

実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
―
八
月
一
三
日
の
攻
撃
は
、
二
回
目
に
な
る
。

　

参
加
機
数
は
、
二
六
航
戦
隷
下
の
第
六
航
空
隊
に
所
属
す

る
零
戦
三
六
機
、
木
更
津
空
の
一
式
陸
攻
二
四
機
、
三
沢
空

の
一
式
陸
攻
二
二
機
、
計
八
二
機
だ
。

　

モ
レ
ス
ビ
ー
の
飛
行
場
を
飛
び
立
ち
、
進
撃
を
開
始
し
て

か
ら
約
三
時
間
。

　

三
〇
分
後
に
は
、
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
の
飛
行
場
と
市
街
地
が
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視
界
に
入
る
。

「
七ナ

ナ

〇マ
ル

（
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
上
昇
す
る
。
後
続
機

に
送
信
し
ろ
」

「『
高
度
七ナ

ナ

〇マ
ル

』。
後
続
機
に
送
信
し
ま
す
」

　

主
電
信
員
の
田た

畑ば
た

喜き

三さ
ぶ

郎ろ
う

一
等
飛
行
兵
曹
が
、
溝
口
の
命

令
に
復ふ

く

唱し
ょ
うを
返
し
た
。

　

信
号
灯
に
よ
っ
て
、
後
続
機
に
「
高
度
七ナ

ナ

〇マ
ル

」
が
送
信
さ

れ
る
。

　

溝
口
は
大
き
く
バ
ン
ク
し
て
合あ

い

図ず

を
送
り
、
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を

手
前
に
引
き
つ
け
る
。

　

五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
を
保
っ
て
い
た
一
式
陸
攻
が

機
首
を
上
向
け
、
緩ゆ

る

や
か
な
角
度
で
上
昇
を
開
始
す
る
。

　

高
度
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
五
分
四
九
秒
の
上
昇
性
能

を
持
つ
一
式
陸
攻
だ
が
、
高
度
が
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
と
上
昇
力
も
鈍に

ぶ

る
。

　

重
い
荷に

を
背せ

負お

っ
て
、
急
な
坂
道
を
上
ろ
う
と
す
る
よ
う

に
、
少
し
ず
つ
高
度
を
稼か

せ

い
で
ゆ
く
。

　

上
昇
す
る
に
つ
れ
、
気
温
が
低
下
す
る
。

　

高
空
で
の
飛
行
に
備
え
、
全
員
が
防
寒
着
に
身
を
固
め
て

い
る
が
、
寒
さ
は
厚
い
衣
服
の
隙す

き

間ま

か
ら
容よ

う

赦し
ゃ

な
く
入
り
込

ん
で
来
る
。

　

高
高
度
の
低
温
は
、
青あ

お

森も
り

県け
ん

の
弘ひ

ろ

前さ
き

に
生
ま
れ
育
っ
た
溝

口
に
と
っ
て
も
耐た

え
難が

た

い
ほ
ど
だ
。

　

木
更
津
空
の
陸
攻
乗
り
に
は
、
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うや
四し

国こ
く

出
身
の
者

も
い
る
が
、
彼
ら
は
自
分
以
上
に
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
だ

ろ
う
と
思
う
。

（
爆
撃
が
終
わ
っ
て
離
脱
す
る
ま
で
、
一
時
間
ほ
ど
だ
。
そ

の
間
だ
け
耐
え
て
く
れ
）

　

指
揮
官
機
の
操
縦
桿
を
握
り
な
が
ら
、
溝
口
は
部
下
た
ち

に
呼
び
か
け
た
。

　

機
体
の
右
方
に
、
陸
地
が
見
え
る
。

　

最
初
は
ぼ
ん
や
り
と
し
た
影か

げ

の
よ
う
に
し
か
見
え
な
か
っ

た
が
、
接
近
す
る
に
つ
れ
、
起き

伏ふ
く

の
多
い
ご
つ
ご
つ
と
し
た

地
形
が
は
っ
き
り
し
て
来
る
。

　

豪
州
北
東
部
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
だ
。

　

南
下
す
る
に
つ
れ
て
海
岸
が
近
づ
き
、
内
陸
ま
で
を
見み

通と
お
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せ
る
よ
う
に
な
る
。

　

潤
い
と
い
う
言
葉
と
は
お
よ
そ
縁
が
な
さ
そ
う
な
赤あ

か

茶ち
ゃ

け

た
大
地
が
、
地
平
線
ま
で
続
い
て
い
る
。

「
目
的
地
ま
で
三
〇
浬
」

　

籾
山
が
報
告
す
る
の
と
、
高
度
計
の
針
が
七
〇
〇
〇
に
達

す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
同
時
だ
っ
た
。

「
後
続
機
、
ど
う
か
？
」

「
木
更
津
空
、
三
沢
空
と
も
、
本
機
に
続
行
し
て
い
ま
す
。

六
空
は
、
前ま

え

下か

方ほ
う

に
展
開
し
て
い
ま
す
」

　

副
操
縦
員
の
日ひ

高だ
か

正し
ょ
う

平へ
い

一
等
飛
行
兵
曹
が
、
溝
口
の
問

い
に
答こ

た

え
た
。

　

溝
口
は
身
体
を
僅わ

ず

か
に
浮
か
し
、
前
下
方
を
見
た
。

　

護
衛
を
担
当
す
る
零
戦
の
編
隊
が
、
四
隊
に
分
か
れ
て
展

開
し
て
い
る
。
陸
攻
と
の
高
度
差
は
、
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

零
戦
二
一
型
が
搭
載
す
る
中な

か

島じ
ま

「
栄さ

か
え」
一
二
型
エ
ン
ジ
ン

は
、
高
度
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と
、
性
能
が
大

き
く
低
下
す
る
。

　

六
空
の
零
戦
は
、
性
能
の
低
下
を
来き

た

す
こ
と
な
く
戦
え
る
、

ぎ
り
ぎ
り
の
高
度
を
保
っ
て
い
る
の
だ
。

「
目も

く

論ろ

見み

通
り
に
行
く
か
ど
う
か
、
だ
な
」

　

操
縦
桿
を
握
り
直
し
な
が
ら
、
溝
口
は
口こ

う

中ち
ゅ
うで
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

一
昨
日
、
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
を
攻
撃
し
た
二
五
航
戦
は
、
目

的
地
の
手
前
で
敵
戦
闘
機
の
迎げ

い

撃げ
き

を
受
け
、
多
数
の
未
帰
還

機
を
出
し
た
。

　

タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
の
米
軍
飛
行
場
は
、
未い

ま

だ
に
稼か

働ど
う

状
態
に

は
な
い
が
、
米
軍
は
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
の
周
辺
に
設
け
た
新
た

な
飛
行
場
か
ら
、
戦
闘
機
を
出
撃
さ
せ
た
の
だ
。

　

モ
レ
ス
ビ
ー
〜
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
間
の
距
離
は
五
八
〇
浬
。

　

護
衛
の
零
戦
に
は
、
航
続
性
能
ぎ
り
ぎ
り
の
距
離
で
あ
り
、

タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
上
空
で
の
空
戦
時
間
は
一
〇
分
程て

い

度ど

し
か
取

れ
な
い
。

　

こ
の
た
め
二
五
航
戦
の
陸
攻
隊
は
、
充
分
な
援え

ん

護ご

を
受
け

ら
れ
ず
、
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
に
対
す
る
攻
撃
も
中

ち
ゅ
う

途と

半は
ん

端ぱ

な

も
の
に
終
わ
っ
た
。

　

五
月
二
七
日
、
ソ
ロ
モ
ン
諸し

ょ

島と
う

の
ツ
ラ
ギ
で
も
同
じ
こ
と
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が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

ラ
バ
ウ
ル
〜
ツ
ラ
ギ
間
の
距
離
は
、
モ
レ
ス
ビ
ー
〜
タ
ウ

ン
ズ
ビ
ル
間
同
様
、
零
戦
の
航
続
性
能
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
っ
た

た
め
、
攻
撃
隊
に
随ず

い

伴は
ん

し
て
い
た
零
戦
隊
は
、
早
め
に
引
き

上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。

　

結
果
、
多
数
の
陸
攻
が
敵
戦
闘
機
に
撃
墜
さ
れ
て
い
る
。

　

基
地
航
空
隊
は
、
ソ
ロ
モ
ン
で
の
失
敗
を
、
豪
州
本
土
で

繰
り
返
し
た
の
だ
。

　

二
六
航
戦
司
令
部
は
戦せ

ん

訓く
ん

に
鑑か

ん
がみ
、
高
高
度
か
ら
の
爆
撃

を
選
択
し
た
。

　

豪
州
本
土
に
お
け
る
米
軍
の
主
力
戦
闘
機
カ
ー
チ
ス
Ｐ
40

〝
ウ
ォ
ー
ホ
ー
ク
〞
は
、
上
昇
性
能
が
低
く
、
高
高
度
に
到

達
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。

　

陸
攻
の
高
度
ま
で
到
達
し
よ
う
と
し
て
も
、
陸
攻
隊
の
下

方
に
は
零
戦
が
展
開
し
て
い
る
。

　

敵
戦
闘
機
が
高
高
度
ま
で
上
が
れ
ず
、
四し

苦く

八は
っ

苦く

し
て
い

る
う
ち
に
投
弾
を
終
え
る
の
だ
。

「
高
高
度
か
ら
の
投
弾
は
命
中
率
が
低
い
。
効
果
は
期
待
で

き
な
い
の
で
は
？
」

　

そ
の
よ
う
に
危き

惧ぐ

す
る
声
も
二
六
航
戦
司
令
部
の
中
に
あ

っ
た
が
、
溝
口
は
、

「
そ
こ
は
腕
で
補お

ぎ
ない

ま
す
よ
」

　

と
言
っ
て
、
戦
爆
連
合
八
二
機
の
攻
撃
隊
を
率ひ

き

い
て
出
撃

し
た
の
だ
っ
た
。

　

溝
口
と
し
て
は
、
大た

い

言げ
ん

壮そ
う

語ご

を
し
た
つ
も
り
は
な
い
。

　

嚮
き
ょ
う

導ど
う

機き

の
機
長
と
主
偵
察
員
、
爆
撃
手
を
兼
任
す
る
鈴す

ず

木き

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

飛
行
兵
曹
長
は
、
特と

く

技ぎ

章し
ょ
うを
持
つ
水
平
爆
撃
の
名め

い

手し
ゅ

だ
。
房
総
沖
で
は
敵
空
母
へ
の
投
弾
を
見
事
に
成
功
さ
せ

た
実
績
を
持
ち
、
溝
口
の
み
な
ら
ず
、
木
更
津
空
の
全
搭
乗

員
が
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
い
る
。

「
目
標
ま
で
一
五
浬
」

「
前
方
に
市
街
地
。
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
で
す
！
」

　

籾
山
と
日
高
が
、
ほ
ぼ
同
時
に
叫さ

け

び
声ご

え

を
上
げ
た
。

　

溝
口
は
、
前
下
方
に
目
を
凝こ

ら
し
た
。

　

複
数
の
島
が
南
北
に
連つ

ら

な
っ
て
お
り
、
そ
の
向
こ
う
に
お

椀わ
ん

形
の
湾わ

ん

が
見
え
る
。
事
前
情
報
に
よ
れ
ば
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
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ン
ド
湾
と
い
う
名
称
だ
。

　

先
の
第
二
次
珊
瑚
海
海
戦
で
は
、
第
三
艦
隊
隷
下
の
戦せ

ん

艦か
ん

「
霧き

り

島し
ま

」「
比ひ

叡え
い

」、
重

じ
ゅ
う

巡じ
ゅ
ん「
那な

智ち

」「
足あ

し

柄が
ら

」
が
、
湾わ

ん

口こ
う

か

ら
飛
行
場
に
艦
砲
射
撃
を
見み

舞ま

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

湾
の
東
岸
に
は
、
密
集
し
た
建
造
物
多
数
が
見
え
る
。

　

タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
の
米
軍
飛
行
場
は
、
市
街
地
の
南
東
、
ク

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
湾
に
面め

ん

し
た
場
所
に
あ
る
は
ず
だ
。

「
爆
撃
手
席
に
入
り
ま
す
」

　

籾
山
が
座
席
か
ら
離
れ
、
機
首
の
爆
撃
手
席
に
移
動
し
た
。

　

副
偵
察
員
や
副
電
信
員
ら
も
、
機
体
の
後
部
に
移
動
し
、

旋
回
機
銃
座
に
取
り
付
く
。

「
全
機
宛
打
電
。『
目
標
発
見
。
突
撃
隊
形
作
レ
』」

　

溝
口
は
、
田
畑
に
命
じ
た
。

　

二
番
機
が
溝
口
機
に
代
わ
っ
て
編
隊
の
先
頭
に
立
つ
。

　

操
縦
席
か
ら
は
直
接
見
え
な
い
が
、
後
方
で
は
、
木
更
津

空
、
三
沢
空
の
各
機
が
、
傘か

さ

形
の
陣
形
を
形
成
し
て
い
る
は

ず
だ
。

　

嚮
導
機
に
合
わ
せ
、
木
更
津
空
と
三
沢
空
、
合
計
四
六
機

の
陸
攻
が
、
一い

っ

斉せ
い

に
投
弾
す
る
の
だ
。

　

今
回
は
、
木
更
津
空
が
五
〇
番
（
五
〇
〇
キ
ロ
爆
弾
）
二

発
を
、
三
沢
空
が
二
五
番
（
二
五
〇
キ
ロ
爆
弾
）
四
発
を
、

そ
れ
ぞ
れ
搭
載
し
て
い
る
。

　

命
中
率
が
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
留と

ど

ま
っ
た
と
し
て
も
、

五
〇
番
と
二
五
番
、
合
計
三
〇
発
前
後
が
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
の

飛
行
場
を
直
撃
す
る
。

　

同
地
に
お
け
る
飛
行
場
の
復
旧
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
か
は
不
明
だ
が
、
工
事
を
数
日
間
遅
ら
せ
る
こ
と
は
可
能

な
は
ず
だ
。

「
頼
む
ぞ
、
鈴
木
」

　

誰
よ
り
も
信
頼
す
る
部
下
に
、
溝
口
は
そ
の
言
葉
を
投
げ

か
け
た
。

「
前
下
方
よ
り
敵
機
。
直

ち
ょ
く

掩え
ん

隊
、
戦
闘
を
開
始
し
ま
す
！
」

　

不ふ

意い

に
、
爆
撃
手
席
の
籾
山
か
ら
報
告
が
飛
び
込
ん
だ
。

「
全
機
宛
打
電
。『
高
度
ソ
ノ
マ
マ
』」

「『
高
度
ソ
ノ
マ
マ
』。
全
機
宛
、
打
電
し
ま
す
」

　

溝
口
の
命
令
に
、
田
畑
が
復
唱
を
返
す
。
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敵
機
が
Ｐ
40
な
ら
、
零
戦
が
優
位
に
立
て
る
。

　

仮
に
、
零
戦
を
振
り
切
る
機
体
が
あ
る
と
し
て
も
、
現
在

の
高
度
ま
で
上
が
っ
て
来
る
に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す

る
は
ず
だ
。

　

七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
飛
行
高
度
は
、
搭
乗
員
を
厳げ

ん

寒か
ん

に

さ
ら
す
が
、
同
時
に
機
体
と
搭
乗
員
を
守
る
た
め
の
強
力
な

武
器
で
も
あ
る
。

　

前
下
方
―
陸
攻
隊
よ
り
も
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
下

が
っ
た
空
域
で
は
、
多
数
の
機
体
が
飛
び
回
り
、
銃

じ
ゅ
う

火か

を

交
わ
し
て
い
る
。

　

時と
き

折お
り

火
を
噴ふ

き
、
煙
を
引
き
ず
り
な
が
ら
墜
落
し
て
ゆ
く

機
体
が
あ
る
。

　

撃
墜
さ
れ
た
搭
乗
員
に
と
っ
て
は
死
の
苦
し
み
で
あ
ろ
う

が
、
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
か
ら
見み

下お

ろ
す
空
中
戦
の

光
景
に
は
、
命
の
や
り
取
り
と
い
う
実
感
が
薄
い
。

　

一い
っ

見け
ん

、
羽は

虫む
し

の
群
れ
が
飛と

び
交か

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

ど
こ
か
現
実
離
れ
し
た
光
景
に
感
じ
ら
れ
た
。

「
我わ

れ

に
接
近
せ
る
敵
機
な
し
」

「
狙ね

ら

い
通
り
だ
」

　

籾
山
の
報
告
を
受
け
、
溝
口
は
返
答
し
た
。

　

零
戦
隊
は
、
敵
機
の
接
近
を
阻は

ば

ん
で
い
る
。

　

陸
攻
隊
の
下
方
に
零
戦
隊
を
展
開
さ
せ
、
敵
機
へ
の
楯た

て

と

し
た
戦
術
が
成
功
し
た
の
だ
。

「
全
機
宛
発
信
。『
全
軍
突
撃
セ
ヨ
』」

「『
全
軍
突
撃
セ
ヨ
』。
全
機
宛
、
発
信
し
ま
す
！
」

　

溝
口
の
命
令
に
、
田
畑
が
興
奮
し
た
声
で
復
唱
を
返
し
た
。

「
短ト

短ト

長ツ
ー

短ト

短ト

」
が
繰
り
返
し
打
電
さ
れ
、
先
頭
の
鈴
木
機

が
速
力
を
上
げ
る
。

　

溝
口
も
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
開
く
。

　

両
翼
に
装
備
す
る
三み

つ

菱び
し

「
火か

星せ
い

」
一
一
型
二
基
が
猛た

け

々だ
け

し

く
咆ほ

う

哮こ
う

し
、
機
体
が
加
速
さ
れ
る
。

　

木
更
津
空
と
三
沢
空
、
合
計
四
六
機
の
一
式
陸
攻
が
、
最

大
時
速
の
四
四
四
キ
ロ
に
近
い
速
力
で
、
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
の

米
軍
飛
行
場
へ
と
殺さ

っ

到と
う

し
て
ゆ
く
。

　

鈴
木
機
は
ま
っ
す
ぐ
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
に
向
か
う
の
で
は
な

く
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
湾
口
に
あ
る
三
角
の
島
―
マ
グ
ネ
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テ
ィ
ッ
ク
島
を
東
に
迂う

回か
い

し
た
。
島
の
上
に
、
対
空
砲
陣じ

ん

地ち

が
設
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
危
惧
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

鈴
木
機
に
続
い
て
、
溝
口
機
が
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
島
を
東

か
ら
南
へ
と
回
り
込
み
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
湾
の
上
空
に
進

入
す
る
。

「
湾
内
に
艦
船
約
二
〇
。
う
ち
巡

じ
ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

ら
し
き
中
型
艦
二
。

駆く

逐ち
く

艦か
ん

ら
し
き
小
型
艦
六
！
」

「
艦
船
攻
撃
の
要よ

う

な
し
」

　

籾
山
が
送
っ
て
来
た
報
告
に
、
溝
口
は
即
答
し
た
。

　

目
標
は
在
泊
艦
船
で
は
な
く
、
飛
行
場
だ
。

「
敵
艦
発
砲
！
」

　

籾
山
が
張
り
詰
め
た
声
で
、
新
た
な
報
告
を
送
っ
た
。

　

一
〇
秒
ほ
ど
の
間
を
置
い
て
、
鈴
木
機
の
前
方
や
左
右
に
、

続
け
ざ
ま
に
爆
発
光
が
閃ひ

ら
めき
、
黒
い
爆ば

く

煙え
ん

が
湧わ

き
出
し
た
。

　

鈴
木
機
だ
け
で
は
な
い
。
溝
口
機
の
周
囲
で
も
爆
発
が
起

こ
り
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
黒こ

く

煙え
ん

を
巻
き
込
ん
で
、
後
方
へ
と
吹
き

飛
ば
す
。

　

敵
弾
は
切き

れ
間ま

な
く
炸さ

く

裂れ
つ

す
る
が
、
射
撃
精
度
は
良
好
と

は
言
え
な
い
。

　

房
総
沖
海
戦
で
戦
っ
た
敵
空
母
の
対
空
砲
火
に
比
べ
、

照し
ょ
う

準じ
ゅ
んが
甘
い
よ
う
だ
。

　

陸
攻
隊
が
七
〇
〇
〇
の
高
度
を
飛
行
し
て
い
る
た
め
、
射

撃
が
正
確
さ
を
欠
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

先
頭
の
鈴
木
機
は
、
対
空
砲
火
を
恐お

そ

れ
る
様
子
も
見
せ
ず
、

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
湾
の
上
空
を
突
っ
切
る
。

　

溝
口
機
以
下
の
各
機
も
鈴
木
機
に
従
い
、
対
空
砲
火
の
爆

煙
の
中
を
駆
け
抜
け
て
ゆ
く
。

　

鈴
木
機
が
、
爆
弾
槽
の
扉と

び
らを
開
く
の
が
見
え
た
。

　

籾
山
も
鈴
木
機
に
倣な

ら

っ
た
の
だ
ろ
う
、
機
体
の
空
気
抵
抗

が
増
大
し
、
速
力
が
僅
か
に
低
下
し
た
こ
と
が
、
操
縦
桿
を

通
じ
て
感
じ
取
れ
た
。

　

数
秒
後
、
鈴
木
機
の
胴
体
下
か
ら
、
二
つ
の
黒
い
塊

か
た
ま
りが

投
下
さ
れ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
間ま

を
置お

か
ず
に
、
伝で

ん

声せ
い

管か
ん

か
ら
「
て
っ
！
」
と

い
う
叫
び
が
伝
わ
り
、
一
式
陸
攻
の
機
体
が
上
昇
す
る
。

　

籾
山
が
、
鈴
木
の
投
弾
に
合
わ
せ
て
、
五
〇
番
二
発
を
投
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下
し
た
の
だ
。

「
後
続
機
、
投
下
！
」

　

隣り
ん

席せ
き

の
日
高
が
、
興
奮
し
た
声
で
叫
ぶ
。

　

な
お
も
対
空
砲
火
が
撃
ち
上
げ
ら
れ
る
中
、
四
六
機
の
一

式
陸
攻
は
、
敵
飛
行
場
の
上
空
を
通
過
す
る
。

　

麾き

下か

の
陸
攻
を
先
に
行
か
せ
、
溝
口
は
右
の
水
平
旋
回
を

か
け
た
。

　

一い
っ

旦た
ん

上
空
を
通
過
し
た
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
の
敵
飛
行
場
が
、

再
び
視
界
に
入
っ
て
来
た
。

　

弾だ
ん

着ち
ゃ
くが
始
ま
り
、
地
上
に
次
々
と
爆ば

く

炎え
ん

が
躍お

ど

っ
て
い
る
。

　

滑か
っ

走そ
う

路ろ

の
中
央
に
炎
が
上
が
っ
た
か
と
思
え
ば
、
駐

ち
ゅ
う

機き

場じ
ょ
うに
閃せ

ん

光こ
う

が
走
る
様
も
目
撃
さ
れ
る
。

　

格
納
庫
と
思
わ
れ
る
建
造
物
に
も
一
発
が
直
撃
し
た
ら
し

く
、
屋や

根ね

が
引ひ

き
剥は

が
さ
れ
た
真ま

下し
た

か
ら
、
黒
い
爆
煙
が
奔ほ

ん

騰と
う

す
る
。

　

狙
い
通
り
、
飛
行
場
に
落
下
す
る
五
〇
番
、
二
五
番
が
あ

る
一
方
、
外は

ず

れ
弾だ

ま

も
多
数
に
上
る
。

　

滑
走
路
脇
の
草
地
に
落
下
す
る
も
の
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

湾
に
落
下
し
、
海
水
を
奔
騰
さ
せ
る
も
の
、
飛
行
場
か
ら
大

き
く
外
れ
た
場
所
で
、
土ど

砂し
ゃ

だ
け
を
噴
き
上
げ
る
も
の
と
、

半
分
以
上
が
無む

駄だ

弾だ
ま

に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
三
割
か
ら
四
割
程
度
は
有
効
弾
と
な
っ
た
よ

う
だ
。

　

何
よ
り
も
、
投
弾
ま
で
陸
攻
が
一
機
も
損そ

こ

な
わ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。

　

今
回
の
作
戦
は
、
成
功
を
収
め
た
と
言
え
る
。

「
田
畑
、
司
令
部
宛
打
電
。『
我
、〈
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
〉
飛
行

場
ヲ
爆
撃
ス
。
滑
走
路
、
付
帯
設
備
ニ
命
中
弾
多
数
ヲ
認
ム
。

〇マ
ル

九キ
ュ
ウ

二フ
タ

六ロ
ク

（
現
地
時
間
一
〇
時
二
六
分
）』」

　

溝
口
が
命
じ
た
と
き
、

「
前
上
方
、
敵
機
！
」

　

籾
山
が
、
緊
張
し
た
声
で
叫
ん
だ
。

「
前
上
方
だ
と
⁉
」

　

溝
口
は
、
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
て
叫
ん
だ
。

　

陸
攻
が
敵
戦
闘
機
に
捕ほ

捉そ
く

さ
れ
ぬ
よ
う
、
高
度
七
〇
〇
〇

か
ら
の
投
弾
を
選
ん
だ
が
、
自
分
た
ち
よ
り
も
高
い
位
置
か
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ら
仕し

掛か

け
て
来
た
敵
機
が
い
た
の
か
。

　

溝
口
が
顔
を
上
げ
、
攻
撃
隊
を
注
視
し
た
と
き
に
は
、
木

更
津
空
の
陸
攻
二
機
、
三
沢
空
の
陸
攻
一
機
が
火
を
噴
い
て

い
る
。

　

た
っ
た
今
、
三
機
の
陸
攻
を
仕し

留と

め
た
敵
機
は
、
機
体
を

左
に
大
き
く
倒
し
、
急
降
下
に
よ
っ
て
離
脱
す
る
。

　

続
い
て
二
機
の
敵
戦
闘
機
が
、
陸
攻
隊
の
前
上
方
か
ら
向

か
っ
て
来
る
。

　

両
翼
の
エ
ン
ジ
ン
・
ナ
セ
ル
の
後
ろ
に
胴
体
が
伸
び
、
そ

の
間
に
コ
ク
ピ
ッ
ト
が
位
置
し
て
い
る
。
一
見
、
目め

刺ざ

し
を

思
わ
せ
る
形
状
が
、
こ
の
上
な
く
凶ま

が

々ま
が

し
い
存
在
に
感
じ
ら

れ
る
。

「
Ｐ
38
か
！
」

　

溝
口
は
、
敵
機
の
名
を
口
に
し
た
。

　

ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ
38
〝
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
〞。
双
発
双そ

う

胴ど
う

と
い

う
特と

く

異い

な
形
式
の
重
戦
闘
機
。

　

同
機
の
情
報
は
、
盟め

い

邦ほ
う

ド
イ
ツ
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

最
大
時
速
は
六
〇
〇
キ
ロ
以
上
と
、
零
戦
よ
り
も
速
い
こ

と
に
加
え
、
火
力
が
大
き
く
、
二
〇
ミ
リ
機
銃
一
丁
、
一
二・

七
ミ
リ
機
銃
四
丁
を
、
機
首
に
装
備
し
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
機
体
が
、
豪
州
上
空
に
姿
を
現
し
た
の
だ
。

「
直
掩
隊
は
―
？
」

「
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
先
に
引
き
上
げ
た
よ
う
で
す
！
」

「
零
戦
が
い
な
く
な
る
ま
で
、
待
っ
て
や
が
っ
た
な
」

　

日
高
の
答
を
聞
い
て
、
溝
口
は
敵
の
目
論
見
を
悟さ

と

っ
た
。

　

米
軍
は
過
去
の
戦
訓
か
ら
、
零
戦
が
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
上
空

で
戦
え
る
時
間
が
数
分
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

Ｐ
38
部
隊
の
指
揮
官
は
、
零
戦
が
引
き
上
げ
る
の
を
確
認

し
た
上
で
、
戦
闘
開
始
を
命
じ
た
の
だ
。

　

Ｐ
38
二
機
が
、
木
更
津
空
の
前
上
方
か
ら
急
速
に
距
離
を

詰
め
て
来
た
。

　

機
首
に
発
射
炎
が
閃
き
、
青あ

お

白じ
ろ

い
無
数
の
曳え

い

痕こ
ん

が
束た

ば

に
な

っ
て
、
陸
攻
の
主
翼
や
胴
体
に
突
き
込
ま
れ
た
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
を
粉
砕
さ
れ
た
陸
攻
が
、
機
首
を
大
き
く
下

げ
、
墜
落
し
始
め
る
。

　

左
主
翼
に
被
弾
し
た
陸
攻
は
、
二
番
エ
ン
ジ
ン
付
近
か
ら
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炎
を
噴
き
出
し
、
黒
煙
を
引
き
ず
り
な
が
ら
高
度
を
落
と
す
。

　

編
隊
か
ら
落ら

く

伍ご

し
た
陸
攻
は
、
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

も
高
度
を
下
げ
た
と
こ
ろ
で
、
鈍
い
音
を
発
し
て
爆
発
し
、

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
墜
落
す
る
。

　

生
き
残
っ
た
陸
攻
が
反
撃
す
る
。

　

複
数
の
機
体
が
、
機
首
の
七
・
七
ミ
リ
旋
回
機
銃
座
か
ら

細
い
火か

箭せ
ん

を
飛
ば
し
、
二
機
の
Ｐ
38
に
射
弾
を
集
中
す
る
。

　

溝
口
の
目
に
は
、
射
弾
が
目
標
を
捉と

ら

え
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
Ｐ
38
が
火
を
噴
く
こ
と
は
な
い
。

　

陸
攻
の
努
力
を
嘲あ

ざ

笑わ
ら

う
か
の
よ
う
に
、
Ｐ
38
が
新
た
な
射

弾
を
放
つ
。
複
数
の
機
銃
を
束
に
し
て
放
つ
火
箭
は
、
槍や

り

と

言
う
よ
り
棍こ

ん

棒ぼ
う

の
よ
う
だ
。

　

そ
の
棍
棒
が
、
陸
攻
一
機
の
左
主
翼
を
、
中
央
か
ら
叩
き

折
る
。
片
翼
を
折
ら
れ
た
陸
攻
は
、
錐き

り

揉も

み
状
に
回
転
し
な

が
ら
姿
を
消
す
。

　

合
計
三
機
の
陸
攻
を
仕
留
め
た
Ｐ
38
は
機
体
を
翻

ひ
る
が
えし

、

急
降
下
に
よ
っ
て
離
脱
す
る
。

　

ブ
ザ
ー
の
音
が
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
鳴
り
響
い
た
。

　

尾
部
の
二
〇
ミ
リ
旋
回
機
銃
座
を
担
当
す
る
佐さ

藤と
う

邦く
に

雄お

二

等
飛
行
兵
曹
が
、
敵
機
接
近
の
警
報
を
送
っ
た
の
だ
。

「
く
そ
っ
た
れ
！
」

　

溝
口
は
罵ば

声せ
い

を
放
ち
、
操
縦
桿
を
右
に
、
左
に
と
倒
し
た
。

　

全
備
重
量
九
・
五
ト
ン
の
双
発
爆
撃
機
が
、
Ｐ
38
の
「
棍

棒
」
を
回
避
す
べ
く
、
左
右
に
、
不
規
則
に
旋
回
す
る
。

　

Ｐ
38
の
射
弾
が
、
右
の
翼
端
付
近
や
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
右
脇

を
通
過
す
る
。

　

敵
弾
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
至
近
を
通
過
し
た
と
き
に
は
、
風

防
ガ
ラ
ス
が
音
を
立
て
て
震ふ

る

え
る
。

　

あ
た
か
も
、
威い

嚇か
く

す
る
よ
う
な
響
き
だ
。
絶
対
に
逃
が
さ

な
い
、
と
通
告
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

「
逃
げ
切
っ
て
見
せ
る
！
」

　

口
中
で
呟
き
、
溝
口
は
右
の
水
平
旋
回
を
か
け
た
。

　

同
時
に
操
縦
桿
を
前
方
に
押
し
込
み
、
降
下
に
転
じ
た
。

　

前
下
方
に
、
巨
大
な
雲
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
飛

び
込
め
ば
、
Ｐ
38
か
ら
逃
げ
切
れ
る
は
ず
だ
。

　

こ
の
直
前
ま
で
、
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
を
保
っ
て
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い
た
陸
攻
が
、
急
降
下
爆
撃
を
思
わ
せ
る
勢
い
で
高
度
を
下

げ
る
。

　

機
の
後
方
か
ら
、
連
射
音
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

　

胴
体
上
面
の
七
・
七
ミ
リ
旋
回
機
銃
座
と
尾
部
の
二
〇
ミ

リ
旋
回
機
銃
座
が
、
Ｐ
38
に
反
撃
し
て
い
る
の
だ
。

　

Ｐ
38
も
、
追
い
す
が
っ
て
来
る
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
の
右
脇
や
左
脇
、
あ
る
い
は
真
上
を
、
青
白

い
火
箭
の
奔ほ

ん

流り
ゅ
うが
通
過
す
る
。

　

前
方
の
雲
が
近
づ
き
、
目
の
前
に
迫
っ
て
来
る
。

　

逃
げ
切
れ
る
―
溝
口
が
そ
う
確
信
し
た
と
き
、
後
方
か

ら
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な
衝
撃
が
伝
わ
り
、
機
体
が
激
し
く
振
動
し
た
。

　

続
い
て
、
一
番
エ
ン
ジ
ン
の
後
ろ
か
ら
前
に
か
け
て
、
敵

弾
が
突
き
刺
さ
り
、
引
き
裂
か
れ
た
エ
ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン

グ
が
後
方
に
吹
っ
飛
ん
だ
。

（
万ば

ん

事じ

休き
ゅ
うす
！
）

　

溝
口
が
自
身
と
部
下
た
ち
の
運
命
を
悟
っ
た
と
き
、
右
主

翼
の
燃
料
タ
ン
ク
が
爆
発
し
、
一
式
陸
攻
の
機
体
は
ば
ら
ば

ら
に
砕く

だ

け
て
い
た
。

（
逃
げ
延
び
て
く
れ
。
Ｐ
38
出
現
の
情
報
を
、
何
と
し
て
も

味
方
に
伝
え
て
く
れ
）

　

空
中
に
放
り
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
溝
口
は
最
後
の
力
を
振

り
絞
り
、
木
更
津
空
、
三
沢
空
の
残
存
機
に
、
そ
の
願
い
を

投
げ
か
け
た
。

　

直
後
、
溝
口
の
意
識
は
暗あ

ん

転て
ん

し
、
果
て
し
な
く
深
い
闇や

み

の

中
に
呑の

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

２

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
西
部
に
、

そ
の
ホ
テ
ル
は
あ
っ
た
。

　

西
側
の
窓
か
ら
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
第
三
の
湖
メ
ー
ラ
レ

ン
湖
を
一い

ち

望ぼ
う

で
き
る
。

　

湖
面
に
は
、
赤
、
青
、
緑
等
、
色
と
り
ど
り
の
帆ほ

を
持
つ

ヨ
ッ
ト
が
多
数
浮
か
び
、
湖こ

岸が
ん

に
は
水
浴
を
楽
し
む
家
族
連

れ
の
姿
も
見
ら
れ
る
。

　

北ほ
く

欧お
う

で
は
、
夏
は
ご
く
短
く
、
年
間
を
通
し
て
の
日
射
量



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




